
（！）（例議長錫謡）第190号 あ ひさ
昭和46年 6月10日
月刊（毎月10日発行）

いた枝が雪害のため折れ、いまのような奇型を呈するに至った

もので、当時折れた枝で床柱が三本も作られ、いまの護国寺の

内部に使用されているそうである。

また、昔から古い洞穴のある大樹と狐狸妖怪のたぐいとは因

縁浅からぬものがあるが、万延年間第40代関所移行岡崎伝蔵に

u：えた足軽江上某氏の子孫が現在北海道に在住され、乙の家の
86才の老－婦人が段j［帰郷され、護国；！j:に苦~~罰された際、告この

かえでの制穴に、いたちゃ、むじなが桜んでいて、正月ともな

ると餅や、かずのこがいつの間にか紛失するので 「また護国守

のむじなのしわざだな」と言って洞穴を調べにいくと、まき・れ

もなくち苧んと餅やかずの乙が運ばれてあったもんだ、と老婦

人はカエデの洞穴の自iJでしみじみと速い告をなつかしんで語っ

ておられたという話であるが、もっともらしい伝説でもある。

現任乙の空洞も途中から新しく垂れ下がった十本余りの崩恨

のため昔の盗をとどめないが、いずれ朽ちゆく運命にあるとは

言え、郷土の珍らしい古木として一日でも長く保存したいもの

である。
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誕
生
し
、
そ
の
地
域
計
画
も
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
本
町
の

進
む
べ
き
万
針
を
は
掛
し
、
行
財
政
の
合

盟
化
を
図
り
つ
つ
、
行
政
水
準
の
向
上
と

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
し
全
町
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
発
展
を
期
す
る
た

め
の
計
四
が
総
合
振
興
計
画
な
の
で
す
。

ω、
総
合
計
画
の
フ
レ
ー
ム

①
、
基
本
構
想

町
の
将
来
の
目
標
及
び
目
標
達
成
の
施

策
構
想
を
基
本
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

。
長
期
計
画
（
目
標

・
昭
和
六
十
年
度
）

①
、
基
本
計
画

町
の
将
来
の
目
標
及
び
そ
の
田
原
に
到

述
す
る
た
め
の
町
の
施
策
の
火
制
を
体
系

づ
け
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

。
中
期
計
画
目
標
・
（
悶
和
五
十
五
年
度
）

①
、
実
施
計
画

越
本
計
闘
で
定
め
ら
れ
た
施
策
の
大
綱

を
現
実
の
行
財
政
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

。
知
期
制
町

（
目
標
・
附
利
五
十
何
度
）

実
施
計
聞
は
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と

し
ま
す
。
（
毎
年
度
改
訂
し
て
新
し
い
年

度
を
繰
入
れ
る
。
）

の
総
合
計
画
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ

’El
ν
 
－
a
’
 

。
初
年
次
（
悶
和
四
十
六
年
度
）

基
礎
調
査
・
基
本
方
針
の
訣
定
、
現
況

分
析
、
課
題
整
理

。
第
二
年
次
（
昭
和
四
十
七
年
度
）

総
合
診
断
の
委
託
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
計
図

。
な
お
、

ζ

の
具
体
的
な
別
聞
や
運
営

は
別
に
町
職
口
で
附
成
さ
れ
て
い
る
削
日

町
総
合
撮
興
計
闘
策
定
委
員
会
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一l
l一
古
川
災
害
復
旧
工
事

成

年

完

成

完

F

F
h
B

一
時
間

一
0
0ミ
リ
を
越
す

舟

j

集
中
豪
雨
の
た
め
、
町
内
各
所

現

雌

に
践
忍
な
ツ
メ
跡
を
践
し
た

一

工

宮

昨
年
八
月
の
災
留
地
の
一
つ
で

旧

・

あ
る
宮
崎
地
区
の
古
川
が
ニ
カ

復

川

年
継
続
事
業
と
し
て
総
工
事
費

鴻

笹

一
五
、
八

O
O千
円
で
こ
の
ほ

f
’

一

ど
本
年
分
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
L

特
に
、
県
下
有
数
の
観
光
地

と
し
て
県
定
公
園
の
指
定
を
う
け
た
地
管

で
、
城
山
か
ら
の
眺
認
が
乙
の
復
旧
工
事

に
よ
り

一
段
と
風
怖
を
附
す
と
と
で
し
ょ

う。
こ
の
工
事
は
、
地
継
が
軟
弱
な
た
め
、

鋼
矢
板
を
使
附
す
る
変
わ
っ
た
工
法
で
、

山
の
中
限
か
ら
海
岸
線
ま
で
延
長
三
三
七

、
七

0
メ
ー
ト
ル
、
川
氏
山
で
て
じ
五

メ
ー
ト
ル
、

i
一
巾
で
五
、
五
0
メ
ー
ト
ル

昨
年
十
月
間
Mm保
険
の
融
資
を
’
つ
け
て
前

七
、
四
月
鍛
・ム
し
ま
し
た
。

、ふ
大
溝
谷
川
農
地
災
害
グ

ノん
復

旧

工

事

完

成

、

一
昨
作
八
月
の
集
中
豪
州
で
、
笹
川
地

内
の
大
間
谷
川
と
問
起
の
農
地
約
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
寸
断
さ
れ
て
埋
設
し
、

農
地
が

鉄
砲
水
の
た
め
下
流
に
押
し
流
さ
れ
、

一
〆

而
荒
地
と
化
し
ま
し
た
。

乙
の
復
旧
工
事
は
、
谷
閥
の
た
め
至
難

を
き
わ
め
、
農
地

て

玉

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
機
械
力
に
よ
る
工
事
は
で
き
グ
、
入
力

に
頼
る
工
法
で
作
業
が
す
す
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
の

こ
の
復
旧
工
事
は
、
排
水
路
延
長
五
九

七
メ
l
ト
W
、
川
床
巾
一

・
五
0
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
一

・
四
0
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費

一
O
、
四
二
八
千
円
。
農
地
面
積
二
・
九

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工
事
費
二
、
五

一
六
千

円
で
し
た
。

〈
上
は
古
川

（宮
崎
）
下
は
大
溝
谷
川

（

笹
川
）
V

ー
朝
日
町
社
会
教
育
委
員
J

r｜
朝
日
町
体
育
指
導
委
員
委
明
l
L

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
四
月

一
日

付
で
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
を
、
社
会
教
育

要
員
な
ら
び
に
体
育
指
導
委
員
と
し
て
委

嘱
し
ま
し
た
。

社
会
数
育
祭
員

（
任
期
二
年
）

高
桜
喜
義
（
学
校
長
会
長
）

〈
P
T
A連
絡
協
受
長
）

寂
口
良
造
（
公
民
館
代
表
）

本
村
明
男
（
体
育
協
会
代
表
）

水
野
す
な

（連
合
婦
人
会
長
）

竹
内
秀
樹
（
連
合
青
年
団
長
）

川
上
嘉
一
（
学
識
経
験
者〉

双
川
和
夫
（

O

）

高
林
な
つ
〈

h
q

）

水
島
文
子
（

hq

）

体
育
指
導
委
員

〈
任
期
二
年
）

菊
地
信
夫
（
泊
二
区
〉

米
丘
般
錐
（
南
保
）

水
島
洋
（
境
）

河
内
啓
（
宮
崎
）

深
松
博
幸
（
笹
川
）

大
森
寓
興
（
南
保
）

山
田
安
治
（
山
崎
）

弓
野
良
ニ
（
大
家
庄
）

広

田

副

〈
h
q
）

河
内
登
〈
五
箇
圧
）

古
江
修
蔵
（
h
q
）

上
品
賢
（
泊

一
区）

木
村
信
嗣
（
泊
二
区）

平
崎
保
彦
（
泊
三
区）

広
回
数
一
一（
O

）

佐
々
木

一
雄

（日
東
紡
〉

〈
新
公
民
館
長
紹
介
〉

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
か

た
が
た
を
、
任
期
満
了
に
伴
う
新
公
民
館

長
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
（
任
期
四
年
）

泊

公

民

館

長

在

回

佑

芳

大
家
庄
公
民
館
長
川
上
弼

一

樹
保
公
民
館
長
坂
口
良
造

笹
川
公
民
館
長
折
谷
隆
一



O
富
山
県
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
連
合
会
長
感
謝
状

元
選
挙
管
理
委
凸

米
丘

二

太
氏

（
蛭
谷
）

昭
和
三
十
五
年
委
員
に
就
任
し
、
十
九

種
の
選
挙
執
行
管
理
を
行
な
い
、
選
挙
管

理
委
員
会
運
常
の
顕
若
な
紫
紺
に
よ
る
も

の
。
（
米
戸
川
氏
は
、
昨
年
三
月
辞
任
さ
れ

ま
し
た
。

）
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こ
の
ほ
ど
選
挙
、
行
政
相

談
、
緑
化
縫
進
、
国
勢
調
査

交
通
安
全
、
費
助
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
に
別
組
を
あ
げ
ら
れ
た

つ
ぎ
の
か
た
た
ち
が
訳
出
W
お

よ
び
感
謝
状
を
受
け
ら
札
ま

し
た
。

0
・M
山
県
市
町
村
選
準
管
理

委
員
会
連
合
会
長
表
彰

選
挙
官
理
委
員

牧
野
六
郎
左
エ
門
氏

（
山
崎
）

間
和
二
十
九
年
栄
町
員
に
就

任
し
、
二
十
六
種
の
選
第
執

行
管
理
を
行
な
い
、
選
挙
管

理
委
同
会
迎
れ
の
願
者
な
業

績
に
よ
る
も
の
。

O
中
部
管

K
行
政
歌
集
M
長
崎
制
状

行
政
相
談
後
員

川
上

高

一

氏

（
不
動
奴
）

行
政
懇
談
会
、
定
例
相
談
、
巡
回
相
識

な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
、
地
賊
行
政
の

民
主
佑
と
住
民
の
偶
枇
向
上
に
尽
く
さ
れ

た
功
舗
に
よ
る
も
の
。

(3) 

O
全
国
緑
化
推
進
委
員
会
長
感
謝
状

造
林
事
業
監
視
人

永
口
敏
栄
氏

（
山
崎
〉

多
年
に
わ
た
り
造
仲
怖
感
撲
を
促
進
し
、

ま
た
附
和
三
十
附
年
か
ら
朝
日
町
治
体
耶

般
の
w
m
H
M
お
よ
び
収
制
人
と
し
て
械
化
航

進
に
以
く
さ
れ
た
山
制
に
よ
る
も
の
。

O
附
勢
制
査
功
制
世

間
利
凶
十
五
年
国
勢
制
在
日

小

林

茂

氏

（
尚
保
〉

問
和
四
十
五
年
国
勢
調
査
の
担
当
調
を

区
で
、
迅
辿
か
つ
花
艇
に
そ
の
任
務
の
遂

行
に
勿
め
ら
れ
た
山
制
に
よ
る
も
の
。

三
十
年
間
児
童
の
交
通
安
全

に
献
身

境
地
区
の
田
中
繁
次
郎
さ
ん

崎
地
区
任
住
の
川
小
紋
次
郎
さ
ん
は
、

峨
削
か
ら
児
説
の
笠
通
安
全
に
強
い
凶
心

を
も
た
れ
、
怖
に
街
到
に
進
出
し
て
幼
少

慌
の
交
通
安
全
に
当
っ
て
来
ら
れ
た
が
、

胤
泊
八
号
制
の
附
池
に
伴
な
い
多
債
の
市

町
が
住
楽
す
る
よ
う
に
な
り、
a
宮
下
絞
の

児
置
速
が
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
白
円
か
ら
進
ん
で

子
供
た
ち
を
交
通
郁
故
か
ら

V
る
役
目
を

引
き
受
け
ら
れ
、
そ
れ
以
米
川
中
さ
ん
は

雨
の
白
・
む
勺
の
日
も
付
朝
小
川
了
般
の
校
門

前
に
立
っ
て
、
子
供
た
ち
の
辺
断
通
行
や

附
断
な
ど
引
般
防
止
の
相
時
に
つ
と
め
て

と
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
十
一
年
前
か
ら
正
式
に
出
取
安

全
脳
会
折
滋
臼
と
し
て
、
ま
た
附
和
問
十

年
か
ら
は
、

川附の
交
泊
品
川
嶋
U
と
し
て
安

耐
明
会
う
け
、
八
十
一
才
に
全
る
今
日
ま
で

約
・
二
十
年
間
に
一同
り
交
通
安
全
の
た
め
に

活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
高
齢
の
た
め

五
H
卜
五
日
交
通
安
全
脱
胞
の
日
の
銅
線

を
μ
以
後
に
引
迅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。こ
の
た
め
、
当
日
境
地
区
に
お
い
て
は
、

浜
崎
県
梅
本
部
長
及
び
、
成
区
民
か
ら
感

謝
状
の
閉
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
境
小
学
校
に
お
い
て
も
，
乙
れ
に

続
い
て
去
る
十
七
日
、
長
年
に
一回っ
て
児

童
を
交
通
事
政
か
ら
守
っ
て
い
た
だ
い
た

川
中
さ
ん
に
対
し
て
、
川
教
向
要
員
会
か

ら
感
謝
状
問
主
式
を
行
な
い
、
児
盟
代
表

の
感
謝
の
作
文
の
朗
読
や
、
交
通
安
全
の

き
ま
り
を
守
る
醤
い
の
こ
と
ば
の
花
長
な

ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
コ

な
お
凶
中
さ
ん
は
交
通
安
全
の
耐
ば
か
り

で
な
く
、
毎
年
度
休
み
中
は
耐
水
市
場
の

監
似
役
・
1UUか
ら
進
ん
で
引
き
受
け
、
地

氏
の
人
々
や

P
T
A
の
引
か
ら
叫
に
感
謝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
w
l
H
、
感
謝
状
附円
以
試
の
あ
と

山
中
さ
ん
の
後
任
と
し
て
引
税
い
て
変
通

安
全
荊
滋
に
当
た
ら
れ
る
水
品
開
次
郎
さ

ん
の
制
介
も
併
せ
行
な
わ
れ
式
を
終
わ
り

ま
し
た
。

（最
後
の
交
通
安
全
指
導
に
当
る
田
中

さ
ん
）
・

＼
城
山
こ
ど
も
会
に
感
謝
状
／

／
愛
の
鳥
の
巣
箱
づ
く
り
均
年
＼

天
然
氾
念
物
邸
附
制
限
を
中
心
に
、
十

以
年
間
も
h
M
の
県
箱
を
つ
く
り
、
野
山川震

設
の
迎
助
を
つ
づ
け
て
き
た
宮
崎
地
区
の

減
山
子
ど
も
会
（
会
長
泊
中
三
年
々
削
川

幼
泊
〉
が
、
野
山
川
保
縄
幼
労
で
五
月
卜
二

日
以
H
M
類
提
護
協
会
か
ら
感
謝
状
を
附
ら

れ
ま
し
た
。

減
山
子
ど
も
会
は
、
宮
崎
地
区
在
住
の

小
中
学
生
で
組
織
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
近

く
の
限
定
公
園
賦
山
や
宮
崎
瓶
岸
の
消
帰

悲
壮
な
ど
数
々
の
表
彰
を
う
け
て
お
り
ま

す
が
、
と
く
に
十
五
年
前
か
ら
は
少
な
く

な
る
野
鳥
を
保
護
し
よ
う
と
、
愛
鳥
週
間

の
た
び
に
み
ん
な
で
山
菜
と
り
な
ど
を
し

て
得
た
資
金
を
も
と
に
栄
鮪
づ
く
り
を
し

て
き
た
幼
組
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
も
例
年
の
よ
う
に
栄
箱
を
つ
く
り

五
月
九
臼
午
後
か
ら
森
に
で
か
け
て
乙
の

泌
を
野
ぬ
た
ち
の
安
住
の
地
に
し
よ
う
と

一
本

一
本
の
木
に
ま
と
こ
ろ
を
こ
め
た
県

箱
を
か
け
ま
し
た
。

八
感
謝
状
を
受
け
た
城
山
こ
ど
も
会
〉

春の交通安全運動の成果

望
ま
れ
る
運
転

者
の
自
覚

附
利
凶
十
六
年
皮肉け
の
全

国
交
通
安
全
運
動
は

第
一
期
四
月
五
日
l
四
月

」

l
H

術
二
期
間
月
二
十
六
日
J

．h
月
一
日

の
二
則
に
分
け
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
乙
の
運
動
期
間
中

と
迎
動
の
直
後
、
入
訟
能
緊

密
管
内
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
盛
大

前
中
紋
が
発
生
し
日
以
艇
の
結
則
別

で
し
た
。

期
間
中
に
お
け
る
交
通
事

畝
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
ど
の

事
故
を
見
ま
し
で
も
、
側
謀

な
迎
転
ま
た
は
運
転
者
と
し
て
の
初
歩
的

、
基
本
的
ル

l
wを
無
硯
し
た
た
め
発
生

し
た
・も
の
で
あ
り
ま
す
。

交
通
事
政
は
人
間
の
過
失
に
よ
っ
て
発

生
す
る
人
災
で
あ
っ
て
お
互
に
注
意
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

悲
惨
な
事
故
を
な
く
し
、
楽
し
く
明
る

い
毎
日
を
送
る
た
め
安
全
運
監
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

者 ｜

前期 発生件数3件死者O
後期 発生件数5件死者4
5月2日～10日 7件死者3
昨年との比較 5月10日現従

｜発生件数｜死 者 ｜傷

己目プ1－ι開JI I I 

比較I -2 I I 

傷者9

傷者4

傷者8

「

O

’O
4
l
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ひ

に
し
て
食
踏
に
供
す
る
か
、

「
刺
・
身
」
の

ツ
マ
や
味
噌
汁
の
材
料
に
と
ど
ま
る
作
物

と
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。

紋
陪
面
に
お
げ
る
技
術
に
も
未
解
訣
の

部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
大
体
つ
ぎ
の
や

り
か
た
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
陛
幅
五
尺
に

一
条
摘
と
し
、
株
間
三

t
五
寸
、
植
付
深
さ

三
｝
五
寸
、陛
に
平
行
し
て
極
え
ま
す
。
条

閲
に
は
落
葉
や
変
誕
、
豆
，サ
ヤ
等
が
よ
い

が
無
り
れ
ば
稲
穂
を
二
寸
ほ
ど
に
切
っ
て

敷
料
と
し
ま
す
。
例
年
一

I
二
寸
程
に
全

面
に
敷
き
つ
め
ま
す
。
と
の
敷
料
の
良
し

悪
し
が
み
ょ
う
が
の
着
色
度
に
徴
妙
に
彫

響
し
、
品
質
を
犬
き
く
左
右
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
多
量
の
敷
料
を
要
す
る
反
面
雑

草
の
は
び
こ
る
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

植
付
け
は
春
、
秋
の
二
回
、
成
黙
し
た

畑
に
な
れ
ば
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
て

0

0
0同
1
て

二

0
0・培
の
収
穫
が
朋
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
担
茎
一
の
増
殖
に
伴
な

い
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
新
芽
と
し

て
茎
部
を
収
穆
し
服
売
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
前
者
は
み
ょ
う
が
の
花
つ
ぼ
み
で

あ
り
、
後
者
は
新
芽
で
す
。
「
み
ょ
う
が

茸
」
と
し
て
高
値
に
取
引
さ
れ
ま
す
c

み
ょ
う
が
栽
培
は
、
手
聞
が
か
か
ら
ず

必
地
性
が
広
く
、
病
気
に
強
く
、

生
育
が

旺
躍
で
加
工
貯
蔵
の
用
途
も
広
く
前
途
も

明
る
い
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
側
絡
は
市
場
が
決
め
る
も
の
、

み
ょ
う
が
の
路
裂
は
問
費
者
が
決
め
る
も

の
、
そ
し
て
服
地
と
し
て
の
評
伽
を
内
め

る
こ
と
で
す
。
一
定
の
品
質
と
敏
晶
を
確

保
す
る
た
め
の
判
斜
地
者
の
強
聞
な
結
泌
が

要
求
さ
れ
る
の
で
す
。

当
地
凶
は
日
時
の

自
然
同
物
幽
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
側
広

い
植
物
の
生
育
地
借
と
し
て
今
後

「
み
ょ

う
が
」
に
か
ぎ
ら
ず
他
作
物
に
つ
い
て
も

研
究
し
特
産
物
の
産
地
に
し
た
い
も
の
で

す
。

ー
あ
き
巣
ド
ロ
ポ
ウ
の
－

「
I
l
l
l防
止
は
こ
う
し
て

l
－

戸締ηしっかη

あき巣に用心

う戸さ まに
。締とあすもあ
りらき。っさ
のれ巣 と~
万なド もド
法いロ 多ロ
をよボ くボ
考うウ 発ウ
えなに 生は
ま工ノレ し行
し夫ス て楽
ょやと い ll}l

O
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
と
き
は
、

な
る
べ
く
雨
戸
は
し
め
な
い
よ
う
に
す

る。

。

カ
ー
テ
ン
は
全
部
し
め
き
ら
な
い
で

お
く
。

O
夜
間
ま
で
に
同
ら
な
い
と
き
は
、
附

く
な
る
と
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
で
電
灯
が

つ
く
よ
う
に
し
て
お
く
。

。
戸
締
り
は
主
錠
の
ほ
か
に
、
い
ま
ひ

と
つ
補
助
錠
も
か
け
る
。

O
錠
は
旧
式
の
は
ず
さ
れ
や
す
い
南
京

錠
よ
り
も
新
型
の
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
に
す

る
こ
と
で
す
。

ま
た
万
が

一
賀
重
品
を
盗
ま
れ
た
と
き

は
や
く
彼
宮
口
問
を
と
り
も
ど
す
の
に
い

ち
ば
ん
よ
い
手
が
か
り
は
、

品
物
の
商
品
缶
、
記
旬
、
番
号
、
形
式

特
徴
な
ど
を
必
ず
メ
モ
を
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
で
き
れ
ば
写
真
に
と
っ
て
お

く
の
・
も
よ
い
刀
法
で
す
。

子

と
も
か
く
プ
ロ
の
ド
ロ
，ホ
ウ
に
か
か

る
と
現
’
W
や
宝
石
な
ど
が
ど
こ
に
隠
し

で
あ
っ
て
も
、
わ
け
な
く
さ
が
し
だ
し

て
伍
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

嬰
は
盗
ま
れ
な
い
ぶ
夫
よ
り
も
、
ま
ず

ト
ロ
ポ
ウ
に
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
戸
締

り
を
厳
重
に
す
る
と
と
が
肝
心
な
の
で

す
。

家
庭
・
部
落
ぐ
る
み
で

こ
ど
も
心
水
死
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

太
陽
が
ま
ぶ
し
い
六
月
、
こ
ど
も
の
そ

と
遊
び
が
目
立
ち
、
小
川
や
用
水
の
ま
わ

り
で
水
遊
び
、
さ
か
な
と
り
を
し
て
楽
し

む
よ
う
に
な
る
と
と
ど
も
の
水
死
事
故
が

急
に
ふ
え
て
き
ま
す
。

毎
年
ふ
え
て
き
て
い
る
乙
れ
ら
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
は
保
護
者
が
ち
ょ
っ
と
油
断

し
た
す
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い

乙
ど
も
を
水
の
犠
性
か
ら
守
る
た
め
に
、

つ
ぎ
の
注
意
が
大
切
で
す
。

一、

家
庭
ぐ
る
み
の
恵
故
防
止

家
の
ま
わ
り
で
ζ

ど
も
が
転
落
し

や
す
い
用
水
、
他
な
ど
に
は
四
い
を

し
て
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

安
全
な
遊
び
場
所
を
教
え
る
。
用

水
や
池
な
ど
危
険
な
場
所
に
近
よ
ら

な
い
よ
う
に
家
庭
で
よ
く
し
つ
け
を

す
る
。幼
児
を
ひ
と
り
で
遊
ば
せ
な
い
。

仕
事
中
で
も
自
の
と
ど
く
と
ζ

ろ
で

遊
ば
せ
る
。

幼
児
の
お
も
り
は
年
よ
り
や
年
少

者
に
ま
か
せ
な
い
。

こ
ど
も
だ
け
の
さ
か
な
つ
り
や
水

遊
び
は
ざ
け
る
。
で
き
る
だ
け
大
人

が
つ
き
添
っ
て
や
る
。

一
、
蹴
落
、
町
内
会
等
の
穆
故
防
止
に
つ

い
て
危
険
な
場
内
を
よ
く
剥
ベ
て
、
こ

ど
も
の
転
落
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
は

棚
や
金
網
な
ど
の
安
全
施
設
を
も
う

け
る
。

ー
正
し
い
駐
車
で

I
l
l
i－
－

一

違

法

（防
害
）駐
車
禁
止
一

「
｜
｜
｜
安
全
歩
道
｜
｜
一

最
近
国
道
八
号
鼠
（
特
に
朝
日
町
境
地

区
お
よ
び
泊
中
学
校
附
近
な
ど
）
に
自
動

F
H
U

，『u
n
－－

車
を
駐
車
さ
れ
る
か
た
が
見
う
け
ら
れ
ま

す。
ご
承
知
の
通
り
国
道
八
号
棋
は
全
掘
に

わ
た
り
終
日
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

ず
か
ら
駐
蔑
す
る
と
駐
車
違
反
に
な
り
ま

す。
／
八
号
線
の
中
央
に
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

が
ひ
か
れ
て
お
り
、
両
側
に
も
外
側
線
が

白
線
で
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。

ζ

の
外
側
線

の
外
も
す
べ
て
道
路
で
す
。
外
側
線
は
国

道
を
走
る
自
動
車
に
と
の
融
か
ら
内
側
（

中
央
鍛
寄
り
〉
を
通
り
な
さ
い
と
教
示
し

て
い
ま
す
。
自
動
車
の
通
ら
な
い
外
側
線

の
外
は
歩
行
者
が
通
行
す
る
歩
道
で
す
。

外
側
綿
の
外
側
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

自
動
車
を
駐
車
し
ま
す
と
、

歩
行
者
は
自

動
単
の
通
る
車
道
を
通
る
危
険
を
お
か
す

乙
と
に
な
り
、
事
故
を
誘
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
道
路
に
駐
車
し
ま
す
と
、
国
道

を
狭
く
し
、

一
般
通
行
者
の
妨
害
と
な
っ

た
り
、
事
の
か
げ
か
ら
の
歩
行
者
の
と
び

出
し
製
故
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
車
両
の
盗
難
や
、
あ
て
逃

げ
さ
れ
る
と
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
道

に
は
ぜ
っ
た
い
に
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

境
、
山
崎
、
大
家
庄
お
よ
び
野
中

の
み
な
さ
ん
へ
お
ね
が
い

連
絡
所
の
し
ご
と

各
連
絡
所
で
は
、
み
な
さ
ん
に
も

…

J

っ
・ど
も
関
係
深
い
、
住
民
登
録
に
関

内
す
る
転
出
入
の
こ
と
、
印
慌
証
明
、

山
米
親
類
通
帳
や
戸
棚
柑
附
梨
（
戸
籍
は
川

川
本
庁
）
の
乙
と
を
段
っ
て
お
り
ま
す

一
の
で
、

ζ
用
の
か
た
は
連
絡
所
を
と

…
利
用
く
だ
さ
い
。
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よ
り
充
実
し
た
青
年
国
活
動

を
め
ざ
し
て

県
青
年
の
家
で

幹
部
研
修
会

朝
日
町
教
育
安
白
人
宏
、
間
同
町
巾
央
公

民
館
、
朝
日
町
選
挙
管
則
香
凸
会
、
明
日

町
明
正
選
挙
椛
進
協
議
会
、
明
日
町
迎
合

青
年
団
の
主
催
に
よ
る

「
昭
和
四
十
六
年

度
朝
H
町
青
年
団
幹
部
研
修
会
j

は
去
る

五
月
二
十
二
日
、

二
十
一
一
一
円
の
二
日
閣
富

山
市
に
あ
る
富
山
県
青
年
の門
会
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
激
変
す
る
社
会
情
勢

の
な
か
で
青
年
出
が
当
直
し
て
い
る
諸
問

題
を
究
明
し
、

団
運
営
に
必
要
な
技
術
と

知
識
を
習
得
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
今
後
の

団
活
動
を
よ
り
活
発
に
展
開
さ
せ
る
こ
と

を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
研
修
会
に
は
連
合

背
任
・
団
、
校
下
青
年
間
の
役
員
一
一一
十
余
名

が
参
加
し
、
第

一
円
日
の
夜
は
、
開
閉
し

た
新
撰
市
の
百
年
団
代
も
交
え
て
レ
ク
リ

ェ
1
シ
ョ
ン
指
導
を
行
な
い
、
知
一
一
日
目

は
、
．
一つ
の
分
判
明
会
に
分
か
れ
、

行
年
間

役
員
と
し
て
の
任
務
と
役
訓
り
、
リ
ー
ダ

ひさあ（貯益金易会号）第190号(5) 

八
研
修
会
風
景
V

ー
と
し
て
何
が
必
嬰
か
な
ど
に
つ
い
て
活

発
に
話
し
あ
い
ま
し
た
。

分
別
会
の
あ
と、

富
山
大
学
on
営
教
段

拙
木
忠
夫
氏
の

「
現
代
社
会
に
お
け
る
青

年
の
位
制
り

」
と
題
し
た
消
・
耐
を
き
き
、

年
後
か
ら
は
、
剛
山
部
市
出
野
山
で
野
外
レ

ク
リ
ェ
｜
シ
ョ
ン
の
実
伎
を
行
な
い
ま
し

、』。参
加
者
た
ち
は
、
青
年
間
活
動
へ
の
新

た
な
る
躍
欲
を
も
や
し
、
お
互
い
に
頑
強

り
合
う
こ
と
を
語
い
あ
っ
て
散
会
し
ま
し

た
。昭

和
国
十
六
年
度

青

年

学

級

開

設

勤
労
青
年
の
学
習
の
場
と
し
て
、
本
年

度
も
、
四
月
か
ら
明
年
三
月
ま
で
青
年
学

級
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

百
年
学
級
は
、
泊
、
五
筒
圧
、
南
保
、
大

家
庄
、
山
崎
〔
以
上
同
問
補
助
学
級
）

、

恒
川
の
ふ
ハ
学
級
で
、

い
ず
れ
も
各
地
区
の

勤
労
青
年
の
申
請
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
る

も
の
で
す
。

伽
を
な
が
ら
学
ぶ
肖
年
た
ち
は
、
町
民

の
期
待
に
こ
た
え
、
よ
り
よ
い
学
習
成
果

を
め
ざ
し
、
知
識
、
技
能
の
修
叫
と
、
臼

己
の
研
桝
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
働
ら
く
青
年
た
ち
の
ま
じ
め

な
学
習
活
動
に
対
し
、
家
庭
や
地
ほ
の
み

な
さ
ん
の
傑
い
ど
即
解
と
あ
た
た
か
い
愛

情
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

A
V

加
入
電
話
の
申
込
み
は
電
話
で

従
来
、
加
入
電
話
の
お
申
し
込
み
は

書
類
で
受
付
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

お
月
一

日
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

お
巾
じ
込
み
は

朝
日
館
報
包
括
局

・
電
話
常
業
係

電
話
二
｜
一
0
0
0
（
無
料
で
す
）

ス
穴
l
yコ－
7
1

B
PT
μ

：
rparr 

＠
第
十
八
回
郡
民
体
育
大
会
av

1
七
月
一
一
一
日
、
四
日
に
開
催
｜

前
十
八
閉
都
民
体
背
十
八
会
は
七
月
三
日

（土）

、
四
回
（
日
）
の
一向臼
、
つ
ぎ
の

要
領
で
宇
奈
月
町
を
中
心
に
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

競
技
種
目

昨
年
と
同
じ

競
技
方
法
一

般
は
オ
ー
プ
ン
、
中
学
は

学
校
対
抗

競
設
要
項

県
体
要
項
に
準
ず
る
。

参
加
資
格

一
般
は
郡
内
に
在
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
人
。
た
だ
し
二
郡
市
に
ま

た
が
る
出
場
は
認
め
な
い
。
中
学
は
、

部
内
中
学
校
在
学
生
徒
で
学
校
長
の
批

せ
ん
す
る
も
の
。

申
込
方
法

一
般
は
六
月
十
五
日
（
火
）

ま
で
朝
日
町
教
育
察
白
会
へ
。
中
学
は

六
月
十
九
日
（
土
）
正
午
ま
ぞ
学
校
ご

と
宇
奈
月
町
教
門
委
員
会
へ
。

山
中
し
込
ん
だ
ら
必
ず
出
煽
す
る
と
と
。

な
お
、
水
泳
は
六
月
二
十
七
日

（日）

朝
日
町
問
プ

l
w
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

寸
住
民
体
育
の
よ
り
振
興
を
」

一
め
ざ
す
泊
小
学
校
を
体
育
一

「
施
設
開
放
事
業
校
に
指
定
L

ζ

ん
ど
泊
小
学
校
は
、
県
か
ら
体
育
施

設
問
依
事
業
校
の
指
定
を
受
け
、
五
月
か

ら
開
始
以
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
体
育
施
設
は
従
来
か
ら
も
開
放
さ
れ

て
お
り
、
泊
小
学
校
な
ど
は
、

年
聞
を
通

し
て
、
夜
削
だ
け
で
こ
白
日
以
上
が

一
般

ス
ポ
，l
ツ
間
体
の
活
動
の
場
と
し
て
使
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

乙
の
た
び
の

「
間
政
事
業
’一
は
、
開
放

叫
に
、
町
か
ら
委
嘱
し
た

「
特
仰
指
持
者

」
を
お
き
、
体
育
館
の
開
門
出
や
ス
ポ
ー
ツ

の
指
羽
を
行
な
う
ζ

と
に
よ
っ
て
、
使
川

す
る
人
遣
が
気
嵯
に
利
川
で
き
る
よ
う
に

し
、
開
校
の
効
川
駅
を
よ
り
尚
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

八
開
放
事
業
の
概
要
V

O
開
放
す
る
の
は
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
土

曜
日
ま
で
の
、
午
後
七
時
か
ら
十
時
ま

で
で
す
。

（開
放
指
定
外
の
曜
日
、時
間

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
直
接
刑
小
学
校

長
に
申
し
込
む
乙
と
に
な
り
ま
す
。
）

O
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
使
用
は
、

原
則
と
し
て
、
継
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
民
的
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委

員
会
へ
使
用
団
体
の
登
録
を
し
た
団
体

に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
団
体
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
使
用
の
期
日
は
、
開

放
運
営
委
員
会
、
他
の
笠
録
団
体
と
の

調
般
を
経
て
指
定
し
ま
す
。

O
背
年
凶
や
鮒
人
会
、
町
内
会
な
ど
で

一

時
的
に
使
用
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
使
用
願
い
を
教
育
委
員
会
へ
刷
拠
出
す

る
だ
け
で
登
録
の
必
裂
は
あ
り
ま
せ
ん

O
土
曜
日
は
、
一
般
の
人
遣
が
、
登
録
や
使

期
願
い
な
ど
の
一
切
の
手
続
き
な
し
で

自
由
に
使
用
で
き
吏
す
。
卓
的
州、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
用
具
を

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
ず
か
ら
、
管
制
胤
指

導
者
に
申
し
出
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

O
体
育
館
へ
の
出
入
り
は
、
必
ず
体
育
館

の
入
口
を
利
用
く
だ
さ
い
c

ま
た
体
育

館
内
に
は
電
灯
を
つ
け
、
下
足
簡
も
お

い
て
あ
り
ま
す
。
（
体
育
館
以
外
の
校

舎
に
は

一
切
出
入
り
し
な
い
こ
と
）

C
く
わ
し
い
乙
と
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

! .....スポ一 ツ愛好ヲ~－に良ftl報叫目．．．．
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ス
ポ
ー
ツ
凶
体
や
そ
の
他

の
位
会
教
育
関
係
団
体
の
会

員
が
、
そ
の
活
動
小
に
生
じ

た
事
政
な
ど
に
よ
っ
て
邸
内

を
被
っ
た
場
合
の
紋
柄
抗
間

と
し
て
、
今
年
限
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
儲
市
町
保
険

が
先
但
し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
こ
れ
ら
の
人

達
が
け
が
を
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
は
大
設
な
医

療
費
が
か
か
り
、
そ
の
た
め

に
、
社
会

一
般
に
お
け
る
体

育
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
普

及
振
興
を
妨
げ
る
と
い
っ
た

乙
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と

の
た
び
の
傷
害
保
険
の
発
足

に
よ
っ
て
、
安
い
保
険
料
で
医
療
費
の

一

部
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
朗
報
と
い

え
ま
す
。

町
で
は
、
町
内
の
各
組
団
体
代
表
の
方

の
説
明
会
を
も
っ
て
、
ζ

の
趣
旨
徹
底
に

努
め
ま
す
が
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
即
解
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
保
険
の
概

要
を
と
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
加
入
で
き
る
団
体

ス
ポ
ー
ツ
間
体
や
そ
の
他
の
社
会
教
育

関
係
団
体
で
、
間
体
同
十
名
以
じ
の
団
体

の
構
成
員

①
第

一
一
割
（
第

一種
と
な
ら
な
い
間
体）

C
主
と
し
て
小

・
中
学
校
の
児
臨
生
徒

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
学
校
管
地
下
外

の
活
動
を
自
的
と
し
た
団
体
（
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
、

こ
ど
も
会
、

ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、

Y
M
C
A
な
ど
）

O
高
佼
な
ど
の
う
ち
第
二
種
の
対
象
と

な
ら
な
い
団
体

。
青
年
団
体
、
婦
人
団
体
な
ど
の
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
社
会
教
育
関
係

団
体
（
文
化
サ
ー
ク
ル
も
対
象
）

①
第
二
顧
（
種
目
別
運
動
団
体
お
よ
び
高

校、
官
公
庁
、
民
閉
会
社
の
運
動
ク
ラ
ブ
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等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
す
る
同
体
）

A
、
レ
ス
リ
ン
グ
、

ボ
ク
シ
ン
グ
、
空

手
、
相
撲
事

B
、
登
山、

ス
キ
l
、
ラ
グ
ビ
ー
、
A
V

勺
カ
l
、
来
辺
、
般
式
野
球
在

c、
剣
泊
、山
球
、
脳
球
、
水
泳
、
秋
式
野

球
、
が
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、陸
上
競
技
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
体
操
等

。
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故

第
一

種

①

被

保

険
者
の
所
回
す
る
団

体
の
官
川
山下
に
お
け
る
活
動
中
の
銅

山
山
①
間
体
が
指
・泌
す
る
佐
合
、
解

散
場
所
と
被
似
険
者
の
住
所
と
の
通

市
の
経
路
一
刊
復
中
の
似
包

第

二

相

①

似
保
険
者
の
所
属
す
る
M

体
の
口
川
一卜
に
お
け
る
運
動
説
技
（

練
刊
を
合
む
。
）
小
の
似
内
①
運

動
競
技
の
た
め
団
体
が
指
定
す
る
集

合、

解
散
場
所
と
の
経
路
に
お
い
て

川
体
と
し
て
交
通
販
周
目
に
培
束
中

の
似
控

一
ヰ

刊

∞
叩
四
一
O
保
険
金
額
、
医
療

一
険

旧

日

け
」

保
険
金
お
よ
び
保

一

保

一

険
料
（
一
名
当
り
）

一
叩
合
円

叫
叫
川
一
・γ
こ
れ
ら
の
保
険
は

一当

険

∞

1
1」

生
命
保
険
、
労
災

一日
保
－
3
1
1
1一

一l
臥－

一

保
険
、
他
民
保
険

一ガ
附

一

加
山
析
か
ら
の
町

一ザ
の

：
」

的

金
と
凶
係
な
く

一
額

胴

m
m盟
支
払
わ
れ
ま
す
c

一

企

∞

瓜
瓜
氾
一

m小
、
小
学
惜
の
場

・

1

・：：；

一

州

問

門

J
U」
合

、

こ

の
保
険
に

一

｛

；

－

ー
一
加
入
し
て
お
れ
ば

一
分

種

A
B
C
一
学
校
む
陛
下
内
の

一
仁

一
引

淵

一

似
山
で
も
対
象
と

rい
に
ド

｜
悌
一

な
り、

こ
の
保
険
と

学
校
安
全
会
の
医
療
費
の
向
引
を
一父け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
c

。
昭
和
田
十
六
年
度
の
加
入
受
付
期
間

六
月
三
十

口
ま
で
附
附
加
入
で
き
ま

す
D

〈〉
崎
市
町
制
に
つ
い
て
は
、
教
行
官官

U
A一一社会

教
育
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
・

ひ

筒町一－－
易 ：郵：

保i便！
険 i局．

と！？ご
よ

り

一
明
か
る
い

T
ゴ
：
1

住
み
よ
い

E
，

4
1

間
易
保
険
は

m
mな
手
続
き
で
利
川
で

き
る
生
命
保
険
と
し
て
み
な
さ
ま
に
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
前
一
礼
金
は
仰

い礼
以
必
約
二
兆
四
千
位
円
と
な
っ

て
お
り

ま
す
D

こ
の
附
託
金
は
企
阿
の
地
万
公
共
団
体

な
ど
に
融
資
さ
れ
、
学
校
、
住
宅
、
開
院

さ
ら
に
は
道
路
の
建
設
な
と
、
公
刊
ハ施
読

の
光
山
犬
な
ど
に
役
完
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
出
和
四
十
五
作
皮
川
崎
山

充
当
事
業
の
う
ち
、
山
崎
小
学
校
ブ

i
ル

に
挫
ぷ
事
業
仁
川
万
円
、
都
市
川
川
町
時

事
業
に
U
万
円
、
さ
ら
に
河
川
引
出
三
百

二
十
万一
円
と
、
あ
わ
せ
て
午
川
二
l
万一
川

の
融
資
雪
之
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
口初

似
仰
に
は
、
以
い
が
け
な
い
災
山れ
い
に
そ
な

え
て
の
似
内
川
約
付
叩
易
保
険
、

必
］
般
の

生
活
を
保
障
す
る
長
名
保
険
な
と
が
あ

り
、
私
…
庄
の
住
所
を
よ
り
刊
か
に
し
、
川

る
い
地
域
社
会
の
以
脱
つ
く
り
に
小
〈
ぎ
な

役
川
り
を
は
た
し
て
い
ま
す
＝

上
は
山
崎
小
学
校
プ
l
ル

左
は
都
市
計
画
響
曲
無
泊
環
状
線

h
ツ
内

踏
切
で
は
警
報
機
が
鳴

占
っ
て
い
た
ら
と
お
ら
な

ト
品
一
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

P

4

ご
承
知
の
と
お
り
五
月
十

だ

一

四
円
十
九
時
間
十
分
乙
ろ
、

宇

R
－

住
地
肌
帥
内
批
刺
踏
切
〈
鍔

4
u－－

搬
出隅
付
）
で
よ
り
列
車
が
油

国

一

泊
し
て
断
切
際
機
が
ま
だ

目

的
っ
て
い
た
の
に、

山
側
か

ら
出
側
へ
蹴
ろ
う
と
し
た
F

来
問
中
が
下
り

列
車
と
衝
突
し
て、

一
名
死
亡
三
な町
長
軒

似
す
る
と
い
う
割
引
脱
が
あ
り
ま
し
た
9

作
地
駅
間
内
の
治
則
抑
附
凶
は
山
肌
附
内

の
平
捌
附
切
や
山
川
日比
山
油
断
山
と
綿
々
の

条
件
が
よ
く
に
て
お
り
ま
す
が
、
む
し
ろ

仙
駅
附
内
の
附
山
主
り
児
喰
し
か
よ
い
と

こ
ろ
で
す
ヲ

断
叫
が
的
の
九
i
九

%
は
泊

h
t引
の
ぶ・

－U
Uで
発
パ．
し
て
い
ま
す
3

断
別
事
故
は

大
変
悲
惨
な
も
の
で
平
山
千
件
当

η
の
死

者
は
二
五
七
人
、
ハ
川
似
以引
は
四
九
＼
JF
．と

作
い
人
命
か
担
似
し
て
い
ま
す
ゥ

川
村
山
郁
般
は
凶
行
滑
I
UN

什
の
山
一命
と
財

刊
に
引
似
を
リ
え
る
だ
け
で
な
く
、
列
車

の
山
別
総
転
ふ
く
で
な
フ
似
の
お
作
ざ
宮
市
に
し

信
険
を
お
よ
ぽ
す
な
ど
そ
の
影
轡
は
極
め

て
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
、
踏
切
事
故
は

社
会
患
と
し
て
川
ば
れ
て
い
る
の
も
当
然

で
す
。
州
制
凶
町
民
か
ら
は

一
人
で
も
断
凶
事
政

を
叫
こ
さ
広
い
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
v

っ。

一
、
列
車
が
通
過
し
て
も
踏
切
嘗
報
機
が

鵬
っ

て
い
た
ら
、
反
対
列
車
が
接
近
し

て
い
る
の
で
す
か
ら
絶
対
に
と
お
ら
な

い
こ
と
っ

二
、
断

ωで
は
一
ハ
停
止
し
て
左
右
の
配

全
を
確
か
め
て
か
ら
と
お
る
こ
と
。

＝
一、
踏
切
上
で
向
動
車
が
エ
ン
ス
卜
し
た

り
、
踏
み
は
ず
し
た
場
合
は
非
常
ボ
タ

ン
を
す
ぐ
に
押
す
こ
と
。

み
な
さ
ん
の
総
力
を
あ
げ
て
蹄
凶
事
故

の

一
揃
に
初
め
て
こ
そ
明
る
い
羽
田
町
の

繁
栄
が
約
以
さ
れ
る
で
し
ょ
う
3

婦

人

活

動

d与
:DI: 

連
合
婦
人
会

本
年
度
事
業
計
画

判
口
町
連
合
同
州
人
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

外
地
区
の
会
長
が
き
ま
っ
た
の
で
、
去
る

阿
月
二
十
山
ハ
目
、
第
一
間
会
長
会
識
を
聞

い
て
、
凶
十
六
年
度
の
活
動
日
開
や
市
淀

江
副
な
い
と
を
決
定
、
必
欲
的
な
活
動
を
山民

間
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
，一－
役
ハ
川
、
事

業
川
州
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
コ

役

員

子

長

以
・
阿

川
’fμ
加
悦
，、、・・
・
1
U

4

叶

川
叶

L

、、

円ー
l

，、

ノ
・4
7

“
／

いい
B

引
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r
k
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（泊）
｛山
保
｝
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（
大
家
町
）

事
業
原
案

＠
目
標

生
涯
教
育

－
健
康
づ
く
り

・
交
通
道
徳
の
微－
K

．
新
保
清
の
舵
進

占
事
業
計
岡
山
公

＃
品
川
部
研
修
会

特
学
級
開
設

－
婦

人

学

五
月
三
十
日

六
月
上
旬

中
央
婦
人
学
級

大
半
鮒
入
学
級

大
家
庄

学

級

慨

級
l2) 

・
川
家
嵯
教
育
学
級
印

町

学
級

山

中

野

学

級

骨
総

会

八
月
、
一

月

土
地
技
大
会

七
月
、

十

一
月

－
パ
ト
ミ
ノ
ト
ン
・
市
球

・
バ
レ
l
ボ

1
レ，，， 

併
季
節
保
育
所
慰
問

九
月
十
．
1
日

発
意

見

発

表

会

二

月
十
：
一け
い

と
川
政
、
県
政
を
き
く
会
米
定

て
以
外
、
財
人
会
と
の
情
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交
換
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人
権
擁
護
委
員
に

｜

上
国
憲
二
氏
委
嘱
｜

悶
和
四
十
六
年
五
月
一
日
付
で
上
田
懸

二
氏
（
桜
町
三
七
一
四
番
地
）
が
伝
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
一

年
間
）
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
聞
は
生
ま
れ
な

が
ら
・
も
っ
て
い
る
尊
さ
と
、
誰
に
も
侵
さ

れ
な
い
権
利
を
お
互
い
に
守
り
あ
い
、
清

く
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
社
会
、
家
庭
環

境
を
助
長
さ
せ
る
た
め
の
相
談
役
と
し
て

委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
す
。
い
つ
で
も
え
ん

り
ょ
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひさ

、I
l
l
s－’
1ノ
1
J1
ノ
＼
ノ
1
I
t
h－
－
J

相

談

ご

と

ご

案

内

／
I
l
l
－、f
k
f＼
f
k
r
、〉
l
i
l
t－
＼

マ
行
政
相
談
所

日
時
毎
月
第
一
月
曜
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
婦
人
会
館

マ
人
権
法
律
相
談

時

毎

月

第
三
月
曜
日
（
今
月
は

二
十

一
日
で
す
。）

午
後
一
時

t午
後
三
時

朝
日
町
職
工
会
館

あ

日場

所

マ
心
配
ご
と
相
談
所

日
時
毎
週
月
曜
日
〈
今
月
は
七

u、

十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十

八
日
で
す
。
〉

午
前
十
時

t
午
後
－
二
時

朝
日
町
婦
人
会
館

場

所

マ
交
通
事
故
巡
回
相
談
所

時
六
月
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時
l
午
後
三
時

朝
日
町
役
場

日場

所

、．． 2
・、，
．
e

．．．
 
2

、J．． ，‘， 
．．．．． 
1

・

一観
光
だ
よ
り
～

朝
日
岳
山
開
き

わ
が
町
の
シ
ン
ボ
山
円
で
あ
る
明
日
岳
山

開
き
登
山
会
と
あ
わ
せ
て
、
夏
山
登
山
者

の
安
全
祈
願
祭
が
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
か
た
の
参
加
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

記

J
t
4
J’

登
山
日
時
六
月
十
九
日
（
土
）

J

三
工
十
日

（日）

集
合
場
所
小
川
温
泉
元
湯
前
広
場

集
合
時
間
十
九
日
午
前
八
時

会

費

て

凶

O
O
円
外
に
米
五
合

挺
鎖
人
員

五

O
名
（
定
員
締
切
り
）

く
わ
し
い
こ
と
は
朝
日
町
役
場
産
業
課

観
先
係
に
問
い
合
せ
下
さ
い。

（
噂
①
二

O
O、
内
線
工
れ
）

・1
3
A
Z

ぁ
ゅ
の
解
禁

釣
マ
ニ
ア
の
待
望
の
ア
ユ

の
解
禁
は
い

よ
い
よ
六
月
二
十
七
日
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
例
年
の
と
お
り
打
谷
三
号
え

ん
程
上
流
は
七
月
十
六
日
か
ら
解
禁
と
な

り
ま
す
が
、
て
ん
か
ら
、
投
網
の
禁
止
区

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

違
反

者
の
な
い
よ
う
お
た
が
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
滋
漁
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
友

釣

併

用

六

0
0円

・
毛

針

釣

四

O
O円

・
中

学

生

二

O
O円

・
小

学

生

一

O
O円

・
綱

類

一一一
、
0
00
円

・
県
下
全
河
川
許
可
証

二
、
三
O
O円

。
許
可
証
は
各
釣
具
店
で
と
り
あ
っ
か
つ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の
店
で
求
め

て
く
だ
さ
い。

“

免

除
は

伊

未

納

よ
り
強
し

ヨ

O
国
民
年
金
に
は
、
加
入
者
の

駐

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

回

を
納
め
る
こ
と
が
闘
鍬
な
と
き

園

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

ζ

の
免
除
に
該
当
す
る
か
た
は

①
凶
民
年
金
の
蹄
害
年
金
、
陣
笹
福
祉
年

金
、
母
子
福
祉
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

か
た
、
生
活
扶
聞
を
受
け
て
い
る
か
た
た

ち
で
す
e
日
当
然
加
入
H

①
ま
た
、
所
得
の
低
い
か
た
な
ど
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
大
震
な
負
相
に
な
る
場

合
は
、
役
場
年
金
係
へ
市
し
で
て
、
免
除

を
受
け
ま
す

o
H申
消
免
除
H

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
場
合
、
陣
宙

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金
の
額
は
保
険

料
を
納
め
て
い
る
か
た
と
な
ん
ら
表
わ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
未
納
期
間
の
あ
る
か

た
は
、
全
く
こ
れ
ら
の
年
金
を
も
ら
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

老
齢
年
金
に
つ
い
て
、
免
除
の
あ
る
か

た
は
、
そ
の
期
間
だ
け
舘
は
三
分
の

一
に

な
り
ま
す
が
、
老
齢
年
金
を
員
う
前
な
ら

十
年
間
さ
か
の
ぼ
っ

て
い
泊
納
す
る
と
と
が

で
き
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

未
納
者
は
、
そ
の
期
間
だ
け
年
金
額
の

計
算
卦
艇
の
対
象
と
な
ら
な
い
ば
か
り
か

あ
と
で
納
め
よ
う
と
思
っ
て
も
二
年
の
時

効
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
と
と
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

。
凶
民
年
金
資
格
喪
失
の
届
出
は
早
め
に

国
民
年
金
の
加
入
者
で
会
社
や
事
務
所

役
所
や
公
社
な
ど
に
勤
め
ら
れ
て
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
た
か
た
は

国
民
年
金
の
資
格
が
餌
く
な
り
（
保
険
料

を
納
め
な
く
と
も
よ
い
）
ま
す
の
で
、
早

め
に
必
ず
届
け
で
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
と
き
は
、
厚
生
年
金
被
保
険

者
証
（
U
λ

は
乙
れ
に
か
わ
る
も
の
）

、
印

か
ん
、
国
民
年
金
手
艇
を
役
場
強
口
へ
似

示
し
て
く
だ
さ
い
。

。
制
度
を
移
行
す
る
か
た
た
ち

む
か
し
は
い
ろ
い
ろ
な
公
的
年
余
が
バ

ラ
バ
ラ
に
生
き
て
い
て
、
き
り
か
え
な
ど

は
及
ぴ
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
国
民

年
金
々
が
で
き
て
か
ら
は
、
厚
生
年
金
か

ら
国
民
年
金
へ
、
ま
た
そ
の
逆
に
と
い
う

よ
う
に
、験
場
の
移
動
に
つ
れ
て
、
色
々
の

公
的
年
金
の
聞
を
自
由
に
き
り
か
え
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

前
の
制
度
に
納
め
た
保
険
料
が
引
き
つ
が

れ
ま
す
か
ら
、
犬
へ
ん
有
利
で
す
。
強
制

加
入
の
人
た
ち
は
忘
れ
ず
に
こ
の
こ
と
を

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

サラリーマン・と税金

サラリーマンの説金は、昭和四十

六年分の税制改正で、給与所得控除

額、基脆控除、配偶者控除、扶諮控

除などが引きあげられ税負担は択の
ように軽減されます。

家族ミ？構＼～＼成～＼」ー＼収～～入～区金～分額～aI 100万円 150万円 I 200万円

｜ 4め5勺年舗分夫婦 46年 28.200 79.600い47.300 
軽減 4 . 400 I 9 . 500 , 16 , 200 

夫婦 14ゴ120. 600 1 71 . 800 1 143 . 400 
と 4 6滅年 15. 400 62. 400 126. 900 
子供l人瞳 5.200 9.400 16.500 

夫婦 14~：~I 9. loo I 56 . 700 I 123 . 600 
子供と2人 4軽滅

2. 700 47.100 106.700 
6. 400 9. 60(1 16. 900 

（社会保険制の負担の度合により者千税額が）
異なります。

税
務
大
学
校
学
生
募
集

国
税
に
闘
す
る
仕
事
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
も
の
で
、
日
み
の
産
業
、
続
・
併
、

文
似
の
向
上
発
展
や
、
社
会
福
祉
の
充
実

な
ど
に
厄
接
寄
与
す
る
重
要
な
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

税
務
大
学
校
は
、
こ
の
重
要
な
仕
手
に

従
事
す
る
財
政
、
経
済
の
ス
ベ
シ
f

リ
ス

卜
を
受
成
す
る
た
め
の
国
税
庁
の
研
修
機

関
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、

全
集
制
に
よ
り

一
年
間
、
一

流
大
学
教
授
や
専
任
の
教
育

官
に
よ
る
専
問
教
育
を
行
な
う
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

在
学
中
は
国
家
公
務
員
と
し
て
の
給
与

（
月
額
二
九
、
四
八
四
円
）
が
支
給
さ
れ

教
糾
掛
な
ど
も
無
償
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

金
沢
国
税
局
で
は
国
家
財
政
の
軍
要
部

門
で
あ
る
税
務
の
仕
事
を
担
当
し
よ
う
と

い
う
気
概
に
燃
え
た
青
年
が
多
数
応
募
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
綱

・
受
検
資
格

間
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ち
昭
和
二

十
九
年
四
月

一
日
ま
で
生
れ
た
男
子

。
受
付
期
間

七
月
十
日
（
土
）
か
ら
七
月
三
十
日
（

金
）
ま
で

A

－
第
一
次
訊
験

十
月
三
日
（
臼
〉

A
V
問
い
合
せ
先

魚
津
税
務
署

T
E
L
①

l
一
三
七

O

l
b
fも
グ
も
U
R
U
E

，＆ゐ定
U
Hn
ne

‘eh
n
H
H
H

，‘，も・
E

四日，、，
‘

．．
 

n
M

’z
 

一

泊
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

六
月
か
ら
泌
尿
器
制
の
診
療
日
が
つ

ぎ
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

毎
水
曜
日

毎
金
曜
日

白
井
千
博
先
生

寺
邑
能
実
先
生

F
h
u

’a
，a
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記
載
も
れ
の
な
い
ょ
っ

請
求
書
に

投
場
の
支
払
い
業
務
は
昭
和
四
十
四
年

度
に
振
替
円
座
制
度
を
実
施
し
て
か
ら
債

権
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
で
も
と
き
ど
き
請
求
書

に
受
領
者
名
、
振
替
先
名
、
ロ
庫
番
号
名

の
棚
に
記
入
も
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん

ご
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

ど
京
知
の
よ
う
に
、
撮
潜
先
に
つ
い
て

は
銀
行
、
農
協
、
借
金
な
ど
の
金
融
機
関

の
う
ち
か
ら
み
な
さ
ん
の
ご
つ
ご
う
の
よ

い
金
融
機
関
を
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
を
つ
う
じ
て
自
動
的

に
自
分
の
口
鹿
に
入
金
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
債
権
者
の
み
な
さ
ん

へ
は
別
に
役
場
か
ら
請
求
書
の
明
細
が
よ

く
わ
か
る

「
支
払
通
知
書
」
を
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
。

事
掛
の
円
滑
化
の
た
め
に
も
請
求
醤
に

記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
と
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

A
議
会
だ
よ
り
V

五
月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
議

場
に
お
い
て
、
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
議
長
及
び
町
長
か
ら
諸
般
の
報
告

が
あ
っ
た
あ
と
寓
山
県
新
川
広
域
市
町
村

闘
振
興
穂
備
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

十
二
時
二
十
分
閉
会
し
ま
し
た
。

八
寄

付
v 

東
京
都
在
住
の
加
藤
藤
吉
氏
（
宮
崎
出

身
）
か
ら
、
広
報
u
q

あ
さ
ひ
h
q

の
発
展
の

一
志
に
も
と
五
平
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
ご
厚
志
に
対
し
、
紙
上
を
借
り
て
厚
く

お
私
申
し
あ
げ
ま
す
。

問

昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら

「
十
年
年

金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
と
き
き
ま
し
た

が
、
ど
ん
な
人
に
支
給
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

答

「
十
年
年
金
」
と
い
う
の
は
昭
和
四

十
六
年
度
か
ら
は
じ
め
て
発
生
す
る
老
令

年
金
を
略
祢
し
た
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が
は
じ
め

ら
れ
た
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
に
お
い

て
、
五
十
識
を
こ
え
五
十
五
識
を
ζ

え
な

い
人
（
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明

治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
介

入
）
は
希
望
し
て
国
民
年
金
の
被
保
険
訴

と
な
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
当

時
被
保
険
者
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
は

じ
め
た
人
た
ち
が
昭
和
凶
十
六
年
一一一
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
納
め
て
、
同
年
四
月
に

被
保
険
者
期
閣
が
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
り

者
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
十
年
に
短

縮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
受
給
権
を
取
得
し
、

五
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
る
老

齢
年
金
を
「
十
年
年
金
」
と
い

っ
て
い
玄

す。
今
年
は
明
治
三
十
九
年
生
ま
れ
の
人
が

誕
生
日
を
む
か
え
る
と
六
十
五
歳
に
な
り

年
金
を
受
け
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
が
、
以

後
、
受
給
者
は
ふ
え
つ
づ
け
、
老
後
生
活

に
大
き
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
り
変

し
よ
う
。
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